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熱帯モンスーン地域における水稲再生二期作は貯水池水資源管理の向上に寄与する    
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背景・ねらい                
再生イネによる水稲再生二期作*は、育苗、代かき、

田植えを省略でき、生育期間が短いため、従来の水稲
二期作と比較して、労働力、灌漑水量、資材投入を大
幅に削減できる作付システムである。特に、熱帯モンスー
ン気候下の灌漑地区では、安定的な水利用に貢献す
る可能性がある。しかし、これまで灌漑地区レベルでその
効果は検証されていない。また、水利用が制約される地
域では、地域特有の水資源量の変動に応じた灌漑期
間や作付面積の適切な調整が不可欠である。 
本研究では、熱帯モンスーン気候下で乾季の水利用

が制限され、雨季の作付けが優先されるミャンマー・イエ
ジン灌漑地区を対象とし、水稲再生二期作の導入が
貯水池運用に及ぼす影響を評価することを目的とする。 
 
*再生二期作：最初の稲の収穫後に株元から再び生えてくる新
芽（ひこばえ）を利用し連続してイネを栽培する方法。 
 

成果の内容・特徴             
1. 再生イネの蒸発散量を推定するため、2019～2020
年の栽培試験データをもとに作物係数**を定義する。
過去 23 年間の水文データを用い、水稲一期作・二期
作および再生二期作・三期作の作付パターンと作付面
積を考慮した貯水池の水量変動をシミュレーションし、
貯水不足率***および信頼性****指標を算定する。さら
に、2021～2022年の栽培試験データ（10作 4反復）
を基に、収穫日、気象データ（平均値・累積値）、刈
取り高を特徴量とした収量予測の機械学習モデルを
構築し、シミュレーションで算出した灌漑供給量に基づ
き水生産性*****を算定する（図 1）。 

2. 水稲一期（雨季の作付面積 3,600 ha）では、雨
季の始め（6 月上旬）に作付を開始することで、貯水
不足を回避しつつ、水生産性 1.5 kg m－³以上を確保
できることを示す（図 2）。また、水稲二期作では、乾
季作を 1,400 ha（年間作付面積 5,000 ha 以下）に
制限することで、貯水池運用において許容範囲である
信頼性 0.8 以上を確保できることを示す（図 3）。 

3. 再生二期作では、乾季から作付を開始すると貯水

不足により二期作の継続が困難となる。一方、雨季の
始めに作付けを行うと、水供給が一時的に不足する場
合があるものの、信頼性 0.8 以上を確保できる。また、
従来の水稲二期作と比較して、水生産性を 60～87%
向上させ、貯水池のより効率的な運用が可能（図
3）。 

4. 再生三期作を実施するには、作付けを 4 月中旬に
遅らせ、年間作付面積を 4,400 ha 以下に縮小して、
信頼性 0.8 以上を確保する必要がある。しかし、作付
けの遅れにより籾生産量が低下し、水生産性は 0.45
～0.48 kg m－³と低水準となる（図 3）。 

 
**作物係数：標準的な基準蒸発散量に基づき、実際の蒸発散
量を推定するためのパラメータ。***貯水不足率：年間必要用
水量に対する貯水不足量の割合。****信頼性：総日数に対し
て供給不足が発生しなかった日数の割合。*****水生産性：作
付期間における灌漑供給量当たりの籾生産量。 

 

成果の活用面・留意点           
1. 本シミュレーション手法を活用することで、熱帯地域の
灌漑水稲作における水不足リスクや水生産性を総合
的に評価し、気候変動への適応策として、水資源の持
続的利用を目指した作付けおよび灌漑計画を立案す
ることが可能となる。 

2. 本手法を他地域に適用するには長期間の水文・気
象データに加え、作物や作付面積、土壌の水分保持
特性などの情報を収集する必要がある。 

3. 再生二期作の実践においては、降雨を避けた適切な
収穫時期の調整や、機械収穫時の刈り株踏圧による
収量低下を低減する対策が求められる。 
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熱帯モンスーン気候下の灌漑地区では、貯水池運用が雨季の降水量に大きく依存し、水利用が不安定になり
やすい。貯水池運用シミュレーション分析によると、雨季初頭に作付けを開始する再生二期作は、従来の水稲二
期作と比べ、灌漑供給量を最大 51％削減しつつ、水生産性を 60～87％向上させる。再生二期作は、水資源
が限られる灌漑地区において、安定的な水利用に寄与する作付体系として有望である。 
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図 1 シミュレーション分析を用いた水稲作付パターンに対する貯水池運用の評価 
現地では雨季作（最大作付面積 3,600ha）が優先され、乾季作の作付面積は乾季初頭の貯水量に応じて調整される。貯水池運
用シミュレーションでは、実際の灌漑面積に対する灌漑供給量の関係に近似させるため、灌漑効率パラメータが校正される。 

 

図 2 水稲一期作における作付開始日および作付面積の違いが貯水池運用に及ぼす影響 

 

図 3 水稲二期作および再生二期作・三期作における貯水池運用と水生産性の評価 
各作付パターンの作付開始時期は図 1 の「条件設定」に基づき、水稲二期作は乾季と雨季の二期作、再生二期作は雨季から
の連続二期作、再生三期作は乾季からの連続三期作。 

図は Shiraki et al. (2025) © The Author(s) 2025 より転載/改編して作成 


